
建具でまちをデザインする

本修士設計では長細く展開されるような町に対して、身体スケールに近しい建具の累積・連続

させることで、建築単体で完結することなく、まち広域へ効果を波及することを目的とする。

横浜元町商店街は１階部分を 1.8m 壁面後退させることでショーウィンドウ空間をつくりだし、

元町独自の街並みを構築している。これはファサード１階部分のみという小さな操作が集積す

ることでまち全体を大きく変える手法である。

1. スケールの横断　-背景 - 2. 小山町の２kmの商店街　-敷地 - 3. 小山の建具　-手法 - 4. 個性的なファサードが溢れる商店街　-効果 -

通り

身体スケール



食品

紡績 半導体

　各住戸は同じ形式で並ぶため、縦や横

に連続して借り、その外側に拡張した一

室を設けることで、メゾネット形式のよ

うな使い方が見られた。このように共通

の部材や素材を使うことで、ハノイ特有

の一見雑多に見えながらも秩序を持つ全

体像を創り上げるとともに、団地群全体

に帰属意識を持ち、広い範囲の領域を獲

得していた。

1. スケールの横断 2. ベトナム・ハノイにおける「スケールの横断」

3. 富士紡績による繁栄

小山町の歴史

西暦 小山町の動き

1898 富士紡績第1工場・第2工場創業開始
1896 富士紡績株式会社を設立
1889 東海道線全線開通・小山駅開設

1912 六合村、菅沼村が合併して町制施行。小山町が誕生
1909 富士紡績第3,4工場完成

1914 富士紡績第５工場（綿布）が創業
1923
1927

関東大震災により、第3,4工場消失、第1,2,5工場及び倉庫倒壊
落合橋が落成する

1934 東海道本線が熱海経由になり、ローカル御殿場線となる。

1954 自衛隊富士学校が須走地区に設立。
1947 一時軍需工場になっていた富士紡績も紡績工場として復活。

1958 足柄村、須走村を合併する。（現在の町域となる）
1961 町営住宅を須走緑ケ丘団地に30戸建設。
1965 町営住宅を20戸(滝の台、南藤曲団地)を建設。
1966 町営住宅を30戸(滝の台、南藤曲団地、富士向団地)を建設。
1968 駿河小山駅と工場を結ぶ「トロッコ」を廃止。
1996 総合体育館完成
2005 富士紡績に関する7件が国登録有形文化財に登録
2012 小山町100年を迎える

団地拡張部分断面図　

柵：
タイガーケイジ　現場溶接

屋根：
波型鋼板
発泡系断熱材
アルミシート
軽量鉄骨横架構材 30×40 @500

床：
タイル 300×300
野地板 t=50mm
H型鋼 240×120 現場溶接

支持金物：
コンクリートビスM5
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ひしめく商店
せりだす軒下

店前を貸し出す祭り

落合商店街平面図 S=1/800

長スパンを支える機構

角観音開き 二重開き戸 店構えをカスタマイズできる建具

商店街の表裏

まちに開いた暮らし



パン屋

本屋

洋服屋

建具：

上面材：中空ポリカーボネート
下面材：構造用合板t=9mm

14. 平面パース　S=1/80

パンとコーヒーを
飲みながら読書

建具によってまちにひらくパン屋

建物を跨いで開かれる本屋

歩行者に対して正対し、
個性を映し出すファサードとなる

隣の建具と対応した
大きなファサードを作り出す。

細い歩道からでも多くの店の顔が見える

11. 断面詳細図　S＝1/100

10. 平面パース　S=1/40 12. 模型写真

商店街
本屋

住宅

レストラン キッチン

玄関リビング寝室

商店街側からの入り口

住宅から山側へ玄関がある


